
- 2 -

新新新新
出出出出
の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵

の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵

の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵

の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本本本本
『
能
宣
集
』
に
つ
い

『
能
宣
集
』
に
つ
い

『
能
宣
集
』
に
つ
い

『
能
宣
集
』
に
つ
い
てててて

浜浜浜浜

口口口口

俊俊俊俊

裕裕裕裕

一

は
じ
め
に

以
前
に
平
安
初
期
の
歌
人
大
中
臣
能
宣
の
家
集
で
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
所
蔵
の
新
出
本
『
能
宣
集

下
巻
』
に
つ
い
て
拙
稿
を

（
１
）

試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
は
そ
の
『
能
宣
集

下
巻
』
と
は
別
に
、
新
た
に
能
宣
の
家
集
が
一
本
伝
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
年
刊
行
さ
れ
た
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集

三

（
朝
日
新
聞
社
・
一
九
九

』

五
年
八
月
刊
）
に
所
収
さ
れ
る
『
能
宣
集
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
該
本
は
、
現
表
紙
に
外
題
は
な
い
も
の
の
、
次
の
前
遊
紙
が
扉
で
あ

り
、
そ
の
中
央
に
平
仮
名
で
「
よ
し
の
ふ
」
と
記
さ
れ
た
題
簽
様
の
短
冊
形
紙
片
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
紙
片
は
、
田
中
登
氏
に

よ
る
と
「
坊
門
局
の
手
に
な
る
本
来
の
内
題
部
分
を
切
り
取
っ
て
、
こ
の
位
置
に
移
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

（
２
）

る
が

「
よ
し
の
ふ
」
即
ち
「
能
宣
」
の
家
集
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
家
集
の
内
容
を
検
討
し
て
み

、

る
と
、
能
宣
の
家
集
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
っ
て
、
疑
い
を
容
れ
る
余
地
が
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
興
味
深
い
こ
と
に

該
本
「
よ
し
の
ふ
」
の
家
集
は
、
上
記
『
能
宣
集

下
巻
』
と
は
全
く
系
統
を
異
に
す
る
伝
本
で
あ
っ
て
、
冷
泉
家
に
は
早
く
か
ら

系
統
の
異
な
っ
た
複
数
の
『
能
宣
集
』
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
明
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

該
本
「
よ
し
の
ふ
」
の
家
集
の
出
現
は
、
今
後
の
『
能
宣
集
』
研
究
に
お
い
て
頗
る
重
要
な
部
位
に
位
置
す
る
こ
と
言
を
俟
た
な

い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
も
そ
の
概
要
に
つ
い
て
些
か
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
尚
、
該
本
「
よ
し
の
ふ
」

の
家
集
を
、
本
稿
で
は
当
面
「
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
」
と
呼
称
し
て
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

』

二

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
筆
者
は
八
条
院
坊
門
局

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
現
在
の
丁
構
成
は
、
表
紙
、
次
い
で
扉
に
な
り
、
そ
の
次
の
丁
、
即
ち
一
丁
オ
モ
テ
か

ら
本
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
墨
付
は
四
十
六
丁
に
亘
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
二
丁
の
後
遊
紙
が
あ
っ
て
、
そ
の
次
が

後
表
紙
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
該
本
に
は
、
書
写
年
月
日
や
書
写
者
を
特
定
す
る
に
至
る
識
語
や
奥
書
は
な
い
。
し
か
し
、

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
を
書
写
し
た
人
は
不
明
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
冷
泉

家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
筆
写
は
、
御
子
左
家
流
藤
原
俊
成
の
女
で
、
藤
原
定
家
が
大
姉
と
呼
ん
で
い
た
八
条
院
坊
門
局

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

と
言
う
の
も
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
は
『
能
宣
集
』
の
筆
蹟
と
同
筆
と
見
ら
れ
る
も
の
が
他
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
に
公
開
さ
れ
た
中
で
は

『
兼
輔
中
納
言
集

『
源
順
集

『
元
輔
集

『
平
兼
盛
集

『
源
重
之
集
』
な
ど
が
『
能
宣

、

』

』

』

』

集
』
と
同
筆
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
『
元
輔
集
』
に
は
、
後
の
見
返
し
に
「
右
元
輔
集
坊
門
局
筆
外
題
京
極
殿
」
の
書
入
れ
が
あ

っ
て

『
元
輔
集
』
は
八
条
院
坊
門
局
筆
で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
『
元
輔
集
』
は
、
従
来
、
八
条
院
坊
門
局
の
筆

、

蹟
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
『
唯
心
房
集

『
清
正
集
・
興
風
集

『
仮
名
消
息
』
な
ど
と
も
類
似
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
冷
泉
家
時

』

』

雨
亭
文
庫
蔵
本
『
元
輔
集
』
が
八
条
院
坊
門
局
の
真
筆
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
も
の
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に

『
元
輔

、

集
』
と
同
筆
の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
も
ま
た
、
八
条
院
坊
門
局
筆
と
比
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
と
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
元
輔
集
』
が
同
筆
で
あ
る
こ
と
の
具
体
的
な
事

例
を
、
い
く
つ
か
掲
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
筆
蹟
の
下
に
は
、
当
該
家
集
名
・
丁
数
・
歌
序
を
掲
げ
た
が

『
元
輔
集
』
の
歌
序

、

（
３
）

は
以
前
に
拙
稿
で
一
覧
表
示
に
し
た
番
号
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
４
）

（
イ
）

（
能
宣
集
一
二
丁
ウ
ラ
・

詞
）

91

（
ロ
）

（
元
輔
集
一
丁
オ
モ
テ
・
２
詞
）

（
ハ
）

（
能
宣
集
一
二
丁
ウ
ラ
・

詞
）

91

（
ニ
）

（
元
輔
集
一
丁
オ
モ
テ
・
２
詞
）
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（
ホ
）

（
能
宣
集
一
一
丁
ウ
ラ
・

詞
）

83

（
ヘ
）

（
元
輔
集
二
丁
ウ
ラ
・
４
詞
）

（
ト
）

（
能
宣
集
一
一
丁
ウ
ラ
・

詞
）

83

（
チ
）

（
元
輔
集
二
丁
ウ
ラ
・
４
詞
）

（
リ
）

（
能
宣
集
一
二
丁
ウ
ラ
・

）
91

（
ヌ
）

（
元
輔
集
一
丁
オ
モ
テ
・
２
）

（
ル
）

（
能
宣
集
二
三
丁
ウ
ラ
・

詞
）

199

（
ヲ
）

（
元
輔
集
六
一
丁
オ
モ
テ
・

詞
）

225

（
ワ
）

（
能
宣
集
二
三
丁
ウ
ラ
・

）
202

（
カ
）

（
能
宣
集
二
三
丁
ウ
ラ
・

詞
）

202

（
ヨ
）

（
元
輔
集
六
五
丁
オ
モ
テ
・

）
242

（
タ
）

（
元
輔
集
六
五
丁
オ
モ
テ
・

）
244

（
レ
）

（
元
輔
集
六
五
丁
オ
モ
テ
・

）
243

（
ソ
）

（
元
輔
集
六
五
丁
オ
モ
テ
・

詞
）

242

右
の
（
イ
）
〜
（
ソ
）
に
見
る
よ
う
に
『
能
宣
集
』
の
文
字
は
『
元
輔
集
』
に
比
べ
て
や
や
小
ぶ
り
で
あ
る
が
、
字
母
の
相
異
に

よ
る
文
字
種
の
違
い
を
別
に
す
れ
ば
両
者
の
筆
蹟
は
、
文
字
の
形
、
文
字
の
大
小
、
筆
意
、
線
の
肥
痩
や
強
弱
、
線
の
筆
勢
、
連
綿

遊
子

漢
字
の
く
ず
し
方

全
体
の
運
筆
な
ど

同
一
の
手
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
を
容
れ
る
余
地
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る

、

、

、

。

従
っ
て
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
と
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
元
輔
集
』
が
同
筆
で
あ
る
と
認
定
す
る
こ
と
は
、

何
ら
問
題
が
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
筆
写
、
八
条
院
坊
門
局
に
つ
い
て
は
以
前
に
拙
稿
で
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で

（
５
）

は
そ
れ
に
譲
り
先
へ
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

三

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集

（
五
一
〇
・
一

』

二
）
と
同
系
統

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
き
た
『
能
宣
集
』
の
諸
伝
本
は
、
お
お
よ
そ
次
の
四
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
西
本
願
寺
本
系
統
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②
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
（
五
一
〇
・
一
二
）

③
正
保
版
歌
仙
家
集
本
系
統

④
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
能
宣
集
下
巻
』

さ
て

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
坊
門
局
筆
本

能
宣
集

は

最
近
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
④
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵

能

、

『

』

、

『

宣
集

下
巻

と
は
全
く
系
統
を
異
に
す
る
伝
本
で

右
の
②
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本

五
一
〇
・
一
二

の
系
統
に
相
当
す
る

』

、

（

）

。

あ
ら
た
め
て
記
す
ま
で
も
な
い
が
②
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
は

「
あ
る
と
こ
ろ
に
め
す
に
、
た
て
ま
つ
る
と
て
か
き
あ
つ
め
た

、

る

と
の
序
を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
円
融
院
献
上
本
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
通
説
に
な
っ
て
い
た
伝
本
で
あ
る

し
か
し

」

。

、

今
般
明
ら
か
に
な
っ
た
坊
門
局
筆
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
親
本

に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
伝
本
で
あ
り
、
そ
の
占
め
る
位
置
は
頗
る
大
き
い
。
両
者
に
は
漢
字
・
仮
名
の
混
用
の
別
、
仮
名
の
字
母

・
字
配
り
、
本
文
の
丁
変
り
、
書
風
な
ど
で
異
な
る
点
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
が
冷
泉
家
時
雨

亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
完
全
忠
実
な
模
写
本
・
影
写
本
で
な
い
こ
と
を
明
証
し
て
い
る
が
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
が
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
上
位
に
位
置
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
今
後
『
能
宣
集
』
の
諸
伝
本
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
②
の
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
（
五
一
〇
・
一
二

」
の
系

）

統
は
「
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
坊
門
局
筆
本
『
能
宣
集
」
を
も
っ
て
系
統
の
代
表
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、

』

四

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
の
歌
序

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集

（
五
一
〇
・
一
二
）
は
、
両
者

』

の
歌
序
が
完
全
に
一
致
す
る
家
集
で
あ
る
。
形
態
は
共
に
雑
纂
形
態
で
、
総
歌
数
は
三
百
六
十
二
首
か
ら
成
っ
て
い
る
。

両
集
の
６
番
〜

番
に
か
け
て
、
次
の
歌
が
見
ら
れ
る
。

10
あ
き

６

な
に
し
お
へ
は
な
か
し
と
い
ふ
な
る
あ
き
の
よ
も
き
み
か
よ
は
ひ
に
そ
へ
む
と
そ
お
も
ふ

７

か
め
や
ま
の
い
は
ほ
の
う
へ
の
も
み
ち
は
ゝ
ち
ら
て
あ
き
を
そ
か
そ
ふ
へ
ら
な
る

ふ
ゆ

８

か
す
か
の
ゝ
と
き
は
の
ま
つ
は
し
も
ゆ
き
の
ふ
る
と
し
こ
と
に
い
ろ
ま
さ
り
つ
ゝ

９

ふ
ゆ
こ
も
り
の
へ
の
わ
か
な
は
し
た
も
え
て
け
ふ
り
を
つ
ま
む
は
る
を
こ
そ
ま
て

ゆ
き
か
へ
り
と
ふ
か
り
か
ね
は
ち
ゝ
の
あ
き
に
お
な
し
こ
ゑ
か
と
き
み
に
き
か
せ
む

10
こ
の
中
で
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

番
の
歌
に
は
坊
門
局
筆
に
な
る
「
あ
る
本
に
こ
の
う
た
は
あ
き
に
あ
り

ま
こ
と
に
さ
こ

10

そ
は
候
べ
け
れ

か
め
や
ま
の
つ
き
に

と
い
う
書
入
れ
が
見
ら
れ
る

こ
れ
は

番
歌

ゆ
き
か
へ
り
と
ふ
か
り
か
ね
は
…
…

」

。

、

「

」

10

が
他
本
に
「
あ
き
」
の
歌
と
し
て
あ
り
、
７
番
歌
「
か
め
や
ま
の
い
は
ほ
の
う
へ
の
…
…
」
の
後
に
置
か
れ
る
べ
き
こ
と
を
言
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
八
条
院
坊
門
局
の
い
う
「
あ
る
本
」
が
実
際
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た
か
確
か
な
こ
と
は
判
ら
な
い
。
し
か
し
、

西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
『
能
宣
集
』
に
は

「
秋
三
首
」
の
詞
書
で
括
ら
れ
る
歌
が

番
〜

番
に
あ
り
、
そ
の
第
三
首
目

番

、

120

122

122

に
当
該
歌
「
ゆ
き
か
へ
り
と
ふ
か
り
か
ね
は
…
…
」
が
更
に
具
体
的
な
題
詞
「
か
り
の
こ
ゑ
を
き
ゝ
て
」
を
伴
っ
て
見
え
る
ほ
か
、

そ
の
歌
序
も

番
歌
「
か
め
や
ま
の
い
は
ほ
の
う
へ
の
…
…
」
の
後
に
位
置
す
る
な
ど
、
八
条
院
坊
門
局
の
書
入
れ
と
の
共
通
点
が

121

見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
八
条
院
坊
門
局
が
い
う
「
あ
る
本
」
と
は
、
あ
る
い
は
西
本
願
寺
本
系
統
の
『
能
宣

集
』
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
か
く
、
八
条
院
坊
門
局
が
書
き
入
れ
た
事
柄
は
至
極
妥
当
な
見
解
で
あ
り
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

番
歌
を
「
秋
」
の

10

歌
と
し
て
「
か
め
や
ま
の
い
は
ほ
の
う
へ
の
…
…
」
の
後
に
置
く
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
『
能
宣
集
』
も
今
日
実
際
に
存
在
し
て

い
る
。
従
っ
て
、
八
条
院
坊
門
局
筆
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
歌
序
は
、
必
ず
し
も
本
来
の
『
能
宣
集
』
の
姿
を
完

全
に
留
め
て
い
る
と
は
言
い
難
い
こ
と
を
、
こ
こ
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
そ
の
歌
序
の
問
題
は
、
冷
泉
家

時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
が
独
自
に
冒
し
た
誤
り
で
は
な
い
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
底
本
に
な
っ
た
親
本

に
、
す
で
に
歌
序
の
混
乱
が
見
ら
れ
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
の
両
集

番
〜

番
に

323

324

か
け
て
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
本
文
で
掲
げ
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

又
あ
る
と
こ
ろ
の
ゑ
に
、
四
月
う
の
は
な
の
は
な
さ
け
る
い

へ
に
、
や
う
／
＼
あ
け
ゆ
く
ほ
と
に
、
お
ん
な
、
ほ
と
ゝ
き
す

ま
つ
と
て
ゐ
た
り

あ
り
あ
け
の
月
の
か
け
に
も
ほ
と
ゝ
き
す
ま
つ
し
の
ゝ

323

め
に
み
る
う
の
は
な
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十
月
十
日
は
か
り
に
き
く
の
お
も
し
ろ
く
う
つ
ろ

ひ
た
る
と
こ
ろ
本
の
ま
ゝ
お
ほ
か
た
い
つ
く
も
心
え
ぬ
こ
と
お
ほ
か
り

（
二
行
分
空
白
）

む
さ
し
の
か
み
ゝ
つ
ま
さ
か
く
た
り
け
る
に
、
か
は
ら
け

と
り
て

む
さ
し
の
ゝ
つ
ゝ
き
の
こ
ほ
り
て
き
つ
ゝ
お
の
／
＼
ち
よ
は

本

324

お
も
ふ
へ
ら
な
り

番
歌
の
次
に
「
十
月
十
日
は
か
り
に
き
く
の
お
も
し
ろ
く
う
つ
ろ
ひ
た
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
詞
書
が
あ
り
、
次
い
で
二
行
分
の

323
空
白
の
後
に
、
再
び
「
む
さ
し
の
か
み
ゝ
つ
ま
さ
か
…
…
」
と
詞
書
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

「
十
月
十
日
は
か
り
に
き
く

、

の
…
…
」
と
あ
る
詞
書
の
趣
意
は
、

後
の

番
の
「
む
さ
し
の
ゝ
つ
ゝ
き
の
こ
ほ
り
て
き
つ
ゝ
お
の
／
＼
ち
よ
は
お
も
ふ
へ
ら
な

324

り
」
と
あ
る
和
歌
に
は
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
十
月
十
日
は
か
り
に
き

く
の
…
…

の
詞
書
に
続
く
べ
き
和
歌
は

脱
落
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

十
月
十
日
は
か
り
に
き
く
の
…
…

」

、

。「

」

と
い
う
詞
書
と

「
む
さ
し
の
か
み
…
…
」
と
い
う
詞
書
の
間
に
は
本
来
、
何
首
の
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
た
の
か
確
か
な
こ
と
は
不

、

明
で
あ
る
が
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の

番
〜

番
を
収
め
る
三
九
丁
オ
モ
テ
を
含
め
、
そ
の
前
後
の
丁
は
い
ず
れ
も
和
歌
一

323

324

首
が
二
行
に
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
十
月
十
日
は
か
り
に
き
く
の
…
…
」
と
あ
る
詞
書
の
後
の
空
白
は
、
八
条
院
坊
門
局

、

が
少
な
く
と
も
そ
こ
に
和
歌
一
首
の
脱
落
を
認
め
て
二
行
分
の
空
白
を
残
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
八
条
院
坊
門
局
筆
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
は
、
現
在
三
百
六
十
二
首
の
和
歌
が
収
め

ら
れ
て
い
る
が
、
元
は
、
少
な
く
と
も
三
百
六
十
三
首
よ
り
成
る
家
集
で
あ
っ
た
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
坊
門
局
が
書
写
し

た
当
時
、
底
本
と
し
て
用
い
た
親
本
自
身
に
す
で
に
和
歌
一
首
の
脱
落
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
が
、
他
系
統
の
『
能
宣
集
』

に
「
十
月
十
日
は
か
り
に
き
く
の
…
…
」
と
い
う
詞
書
を
も
っ
た
和
歌
を
見
出
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
こ
の
歌
の
発
見
が
俟
た
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
の
主
な
一
致
点

（
一
）
歌
序
の
一
致

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
の
歌
序
が
完
全
に
一
致
す
る
こ

と
は
、
す
で
に
前
の
章
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
両
集
の
歌
序
の
一
致
は
、
両
集
が
完
全
に
系
統
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
明
証
し
て
い
る
。

（
二
）
集
付
の
一
致

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
集
付
は
全
部
で
五
十
箇
所
見
ら
れ
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣

集
』
の
集
付
は
全
部
で
四
十
六
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
箇
所
は
全
て
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

と
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
両
集
の
集
付
が
共
に
一
致
す
る
箇
所
は
、
四
十
六
箇
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

両
集
に
見
ら
れ
る
集
付
の
内
容
は

拾

遺

後
遺

後

詞

新

勅

の
七
種
五
勅
撰
集
で
あ
る

即
ち

拾

、「

」「

」「

」「

」「

」「

」「

」

。

、「

」

は

拾
遺
集

遺

後
遺

後

は
い
ず
れ
も

後
拾
遺
集

で
あ
り

詞

は

詞
花
集

新

は

新
古
今
集

勅

『

』、「

」「

」「

」

『

』

、「

」

『

』、「

」

『

』、「

」

は
『
新
勅
撰
集
』
で
あ
る

『
後
拾
遺
集
』
が
「
遺

「
後
遺

「
後
」
の
三
様
で
集
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
田
中
登
氏

。

」

」

の
、

集
付
に
つ
い
て
も
定
家
の
手
に
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が

後
拾
遺
和
歌
集

の
こ
と
を

遺

一
オ
５
行
目

と

後

、『

』

、「

」（

）

「

」

（
九
ウ
７
行
目
）
の
両
様
で
表
わ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
れ
に
関
し
て
は
一
部
別
人
の
筆
が
加
わ
っ
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
。

（
６
）

と
の
考
え
方
に
今
は
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
に
お
い
て
集
付
の
箇
所
が
共
に
一
致
す
る
も
の
を
種
別
ご
と
に
ま
と
め
て

掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（

）
の
中
の
数
字
は
『
能
宣
集
』
の
歌
序
で
あ
る
。

。

拾

（

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

）

11

22

50

53

55

60

76

134

139

142

155

164

185

197

201

217

219

231

237

239

292

305

遺

（
１
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

）

33

42

45

59

62

73

110

141

182

208

268

333
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後
遺
（

）
61

後

（

）
165

詞

（

）
261

新

（

・

・

・

・

・

）

21

114

135

137

174

175

勅

（

・

）

71

187

（
三
）
字
配
り
・
丁
変
り
の
一
致

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
墨
付
は
、
料
紙
一
面
の
用
い
方
が
各
丁
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。
詞
書
は
ほ
ぼ
三
字
下

り
、
和
歌
は
一
行
に
書
く
こ
と
も
あ
る
が
二
行
に
書
く
の
が
各
丁
で
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
面
の
行
は
一
〇
行
〜
一
七

行
程
度
の
範
囲
で
一
定
せ
ず
、
詞
書
の
一
行
も
一
七
字
〜
三
〇
字
程
度
ま
で
の
幅
が
あ
る
。
た
と
え
ば
二
〇
丁
ウ
ラ
は
、
一
面
一
七

行
、
詞
書
は
一
行
二
四
字
前
後
で
書
か
れ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
文
字
も
小
さ
く
、
一
面
が
窮
屈
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
『
能
宣
集
』
に
は
料
紙
一
面
に
書
の
構
成
美
を
探
求
す
る
積
極
的
な
書
芸
術
の
意
識
を
ほ
と
ん
ど
窺
う
こ
と
は
で
き
ず
、
主
眼

は
本
文
を
転
写
す
る
こ
と
に
の
み
向
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

一
方
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集

（
五
一
〇
・
一
二
）
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
写
本
で
、
一
面
一
〇

』

行
、
詞
書
は
ほ
ぼ
三
字
下
り
、
一
行
一
七
、
八
字
に
書
き
、
和
歌
は
一
行
で
書
く
と
こ
ろ
も
あ
る
が
二
行
に
書
く
も
の
が
多
い
。
一

面
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
よ
う
な
窮
屈
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
全
て
の
丁
に
亘
っ
て
一
定
の
様
式
で
ゆ
っ
た
り
と
書
か
れ
て

い
る
。
他
人
の
閲
覧
に
も
十
分
供
し
得
る
よ
う
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
書
陵
部
蔵
御
所
本
に
は

能
宣
集

を
転
写
す
る
際
の
書
式
に
相
違
が
見
ら
れ
る
が

『

』

、

両
集
に
お
け
る
字
配
り
の
一
致
率
は
極
め
て
高
い
数
値
に
昇
っ
て
い
る
。
即
ち
三
百
六
十
二
首
中
、
詞
書
は
三
三
六
箇
所
で
一
致
し

一
致
率
は
約
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
和
歌
は
三
五
八
箇
所
で
一
致
し
て
一
致
率
約
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
て
い
る
。

次
に
丁
変
り
の
一
致
は
、
巻
頭
と
巻
末
部
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
部
分
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
が
料
紙
一
面
一
〇
行

〜
一
七
行
程
度
で
自
由
に
墨
付
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
が
全
て
の
丁
を
一
面
一
〇
行
に
書
写
す
る
た
め

に
一
致
を
見
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
丁
変
り
が
一
致
し
な
い
中
、
巻
頭
と
巻
末
部
に
限
ら
れ
た
丁
変
り
の
一
致
は
、
大
変
重
要
な
問
題
を
提
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
巻
頭
は
１
番
〜
３
番
ま
で
の
歌
が
書
写
さ
れ
、
巻
末
部
に
は
巻
末

番
の
長
歌
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
を

362

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
部
分
で
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
が
極
め
て
近
似
し

た
書
写
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
両
集
の
巻
頭
１
番
〜
３
番
を
比
べ
る
と
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
は
そ
れ
が
一
丁
オ
モ
テ
に
書
写
さ
れ
、
書
陵
部
蔵
御
所

本
が
一
丁
ウ
ラ
に
墨
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
別
に
し
て
、
両
者
は
一
面
一
〇
行
、
詞
書
を
三
字
下
り
の
一
行
一
七
字
で
書
き
、
和
歌

を
二
行
に
３
番
歌
ま
で
書
き
、
そ
こ
で
丁
変
り
に
な
っ
て
い
る
。
両
集
の
書
写
構
成
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

詞
書
、
各
和
歌
二
行
の
字
配
り
や
集
付
の
位
置
も
完
全
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
相
違
す
る
の
は
後
章
の
「

Ｂ
）
仮
名
字
母

（

の
不
一
致
」
の
項
に
掲
げ
る
仮
名
字
母
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

同
様
に
巻
末
部
に
巻
末

番
の
長
歌
を
記
す
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
四
五
丁
ウ
ラ
〜
四
六
ウ
ラ
と
書
陵
部
蔵
御
所
本
六
二
丁
ウ

362

ラ
〜
六
三
ウ
ラ
も
、
完
全
に
一
致
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
両
集
と
も
字
母
の
違
い
を
除
く
と
、
一
面
一
〇
行
、
詞
書
を
三
字
下

り
、
一
行
一
八
字
前
後
で
書
き
、
長
歌
を
一
行
に
三
句
ず
つ
書
写
し
、
字
配
り
、
丁
変
り
な
ど
も
完
全
に
一
致
を
見
る
の
で
あ
る
。

両
集
に
お
け
る
右
の
よ
う
な
一
致
は
、
江
戸
初
期
の
書
写
に
な
る
書
陵
部
蔵
御
所
本
が
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の

巻
頭
と
巻
末
部
を
、
そ
の
趣
を
遺
す
た
め
に
、
筆
跡
は
筆
者
固
有
の
も
の
な
が
ら
ほ
ぼ
原
型
に
近
い
形
に
筆
写
し
た
こ
と
の
結
果
に

起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
書
写
構
成
に
み
る
近
似
は
、
両
者
が
同
一
系
統
の
伝
本
で
あ

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
伝
本
が
親
子
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
自
ず
か
ら
指
証
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
見
せ
消
ち
の
一
致

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
見
せ
消
ち
の
総
数
は
、
二
十
六
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三

十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
と
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
二
十
五
箇
所
に
及
ん
で
い
る
が
、
両
集
が
全
く
相
似
な
表
記
の
形
式

を
も
っ
て
完
全
に
一
致
す
る
の
は
、
次
の
二
例
だ
け
で
あ
る
。
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す
み
よ
し
に
（

）

の

え

に

28

い
や
を
ゐ
か
は
（

）
238

残
り
二
十
三
箇
所
の
見
せ
消
ち
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
本
行
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
で
の
訂
正
結
果
だ
け
が
採
り

入
れ
ら
、
見
せ
消
ち
の
対
象
に
な
っ
た
語
や
符
号
は
、
一
切
筆
写
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
該
当
す
る
個
所
を
歌
序
で
示
す
と
、
次

の
如
く
で
あ
る
。

３
・

・

詞
・

・

詞
・

・

・

詞
・

詞
・

・

・

詞
・

詞
・

詞
・

・

詞
・

詞
・

詞
・

詞

19

88

154

158

185

195

208

215

241

250

256

269

270

289

293

320

325

326

・

詞
・

・

詞
・

詞

328

328

337

342

具
体
的
な
事
例
を
二
、
三
あ
げ
て
み
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本

３

か
か
す
み
を

か
す
み
を

い
な
お
ほ
せ
と
り

わ
か
や
と
の
へ

わ

か

や
と
の
へ

19
詞

を
し
む

を
し
み

み

88

右
の
３
の
場
合
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
本
行
「
か
」
に
見
せ
消
ち
符
号
が
つ
い
て
い
る
が
、
書
陵
部
蔵
御
所
本
は
見
せ
消

ち
符
号
と
「
か
」
の
文
字
を
削
除
し
て
「
か
す
み
を
」
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。

は
冷
泉
家
本
の
本
行
「
い
な
お
ほ
せ
と
り
」
に
見

19

せ
消
ち
符
号
が
つ
き
右
傍
に
小
字
で
「
わ
か
や
と
の
へ
」
と
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
書
陵
部
蔵
御
所
本
で
は
傍
書
の
「
わ
か
や
と
の

へ
」
の
部
分
だ
け
を
本
行
に
採
り
入
れ
、
不
要
な
「
と
り
」
と
見
せ
消
ち
符
号
を
除
去
し
て

「
わ
か
や
と
の
へ
」
と
だ
け
写
し
て

、

い
る
。
同
様
に
冷
泉
家
本

詞
も
「
む
」
の
文
字
が
「
み
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
の
で
書
陵
部
蔵
御
所
本
で
は
訂
正
の
結
果
だ
け
を

88

本
行
に
認
め
て
「
を
し
み
」
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
３
、

、

詞
な
ど
は
、
前
掲
の

や

の
よ
う
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
書
陵
部
蔵
御
所
本
と
が
全
く
相

19

88

28

238

似
な
書
写
形
態
で
は
な
い
が
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
で
の
訂
正
結
果
が
書
陵
部
蔵
御
所
本
に
確
実
に
写
し
と
ら
れ
て
お
り
、
両

集
の
本
文
は
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
両
集
が
完
全
に
同
系
統
の
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
ば
か
り
て
な
く
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能

宣
集
』
が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
の
成
立
の
基
に
な
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
五
）
書
入
れ
の
一
致

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
は
、
見
せ
消
ち
を
除
い
て
、
書
入
れ
が
四
十
九
箇
所
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
の
内
容
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
に
は

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
書
入
れ
が
必
ず
し
も
原
型
そ
っ
く
り
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

の
書
入
れ
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
で
は
次
の
（
ア
（
イ
、
い
ず
れ
か
の
型
式
で
筆
写
さ
れ
て
い
る
。

）

）

（
ア
）
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
書
入
れ
を
ほ
ぼ
原
型
の
通
り
に
模
写
し
て
い
る
復
元
化
型
。

（
イ
）
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
書
入
れ
を
原
型
通
り
に
併
記
せ
ず
本
文
に
書
く
本
行
化
型
。

（
ア
）
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
書
入
れ
が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
に
ほ
ぼ
原
型
と
相
似
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
完
全
一

致
の
書
入
れ
で
あ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
で
は
三
十
一
箇
所
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
そ
の
箇
所
の
歌
序
を
挙
げ
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

・

・

・

・

詞
・

詞
・

詞
・

詞
・

詞
・

・

詞
・

詞
・

詞
・

・

詞
・

詞
・

・

・

詞

20

66

68

73

86

89

94

108

123

130

156

162

165

179

241

253

270

275

278

・

・

・

・
脱
落
歌
（

と

の
間
）
の
詞
書
・

・

・

詞
・

詞
・

・

・

・

283

287

292

323

324

324

334

336

342

350

351

358

358

（

）

、

、

イ

は

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
本
行
の
右
傍
に
書
き
入
れ
た
小
字
が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
本
行
に
併
記
さ
れ
ず

直
接
本
文
と
し
て
本
行
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
書
入
れ
が
誤
り
な
く
転
写
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
十

箇
所
で
あ
る
。
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２
・

・

詞
・

詞
・

・

詞
・

・

詞
・

詞
・

詞

40

94

103

123

134

154

158

165

326

こ
れ
ら
の
（
ア

（
イ
）
を
合
わ
せ
る
と
四
十
一
箇
所
に
及
ぶ
。
こ
れ
が
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本

）

の
書
入
れ
が
一
致
す
る
総
数
に
な
る
。

こ
こ
で

（
ア
）
に
属
す
る
も
の
を
概
観
す
る
と
、
こ
の
書
入
れ
で
最
も
多
く
見
ら
れ
る
様
式
は
、
書
写
し
た
と
き
に
意
味
不
明

、

な
も
の
に
つ
い
て
、
本
行
の
右
傍
に
「
本
」
と
記
し
、
親
本
の
ま
ま
に
写
し
た
こ
と
を
明
白
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
書
入

れ
は
、
十
五
箇
所
見
ら
れ
る
。
具
体
的
な
事
例
を
二
、
三
挙
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

詞

し
ら
か
は
の
院
に
て
か
へ
ら
け
と
り
は
へ
り
て

本

89
詞

女
く
る
ま
な
と
ま
し
て
き
た
る

本

94

ち
と
せ
ふ
る
ま
つ
ひ
き
つ
ゝ
ら
お
い
に
け
り

本

334

右
の

詞
の
場
合
、
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』80

詞
書
に
は
「
か
は
ら
け
と
り
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

「
か
へ

、

89

ら
け

は

か
は
ら
け

の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る

現
存
本

か
へ
ら
け

の

へ

の
字
は

本
来

お
そ
ら
く

ハ

字
母

八

」

「

」

。

「

」

「

」

、

、

「

（

「

」）」

で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る

ハ

の
字
の
第
一
画
と
第
二
画
が
後
に
連
繋
し

そ
の
後

へ

字
母

部

に
転
化
し
て

。「

」

、

「

（

「

」）」

、

「

」

。

『

』

、「

」

か
へ
ら
け

に
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

能
宣
集

の
筆
者
八
条
院
坊
門
局
は

か
へ
ら
け

が
「
か
は
ら
け
」
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
に
お
そ
ら
く
気
づ
い
て
い
た
も
の
と
想
わ
れ
る
が
、
恣
意
的
に
「
か
は
ら
け
」
に
改
訂
を
せ

ず
、
承
知
尽
く
で
「
本
」
と
認
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
が
親
本
の
意
味
不
通
な
箇
所
を

「
本
」
と
書
い
た
こ
と
が
幸
い
し
て

「
へ
」
に
転
化
し
た
の
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
親
本
よ
り
も
以
前
の
段

、

階
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
る
の
で
あ
る
。
坊
門
局
の
冒
し
た
誤
写
で
は
な
い
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。

「
本
」
と
あ
る
書
入
れ
に
次
い
で
多
い
の
は
、
次
の
よ
う
に
訂
正
や
補
正
を
中
心
に
し
た
も
の
で
、
十
三
箇
所
に
見
ら
れ
る
。

は
る
の
な
か
は
に
な
り
ぬ
な
り

に

け

68

い
と
ゝ
ね
さ
め
そ
う
ら
め
し
き
か
な

の

73
詞

う
た
よ
め
と

ね
の
ひ
の

86

こ
の
種
の
書
入
れ
で
問
題
な
の
は
、
何
を
拠
に
し
て
書
入
れ
が
な
さ
れ
た
か
と
い
う
点
に
あ
る
が
、
精
確
な
こ
と
は
今
後
に
俟
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
多
い
。

右
の

の
場
合
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
同
じ
歌
が
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
に
、

73
こ
ひ
／
＼
て
あ
ふ
と
も
ゆ
め
に
み
つ
る
よ
り
い
と
ゝ
ね
さ
め
そ
わ
ひ
し
か
り
け
る

318

と
見
え
る
が
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
及
び
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
本
行
第
四
句
末
尾
「
そ
」
の
右
傍
「
の
」
書
入
れ
は
、

今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
西
本
願
寺
本
と
も
対
立
す
る
独
自
な
異
文
で
あ
り
、
書
入
れ
に
相
当
す
る
本
文
が
現
存
の
伝
本
に
見
出
さ
な
い

問
題
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
は
、
第
五
句
に
「
わ
ひ
し
か
り
け
る
」
と
あ
り
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
な
ど
の

「
う
ら
め
し
き
か
な
」
と
大
き
く
対
立
す
る
が
、
第
四
句
末
尾
の
「
そ
」
は
係
助
詞
「
ぞ
」
と
し
て
第
五
句
の
助
動
詞
「
け
る
」
と

係
り
結
び
で
呼
応
し
て
い
る
。
従
っ
て

「
そ
」
と
あ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
一
方
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
系
統
は
、
第
五

、

句
末
尾
が
詠
嘆
の
終
助
詞
「
か
な
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
四
句
末
尾
の
係
助
詞
「
ぞ
（
そ

」
を
格
助
詞
「
の
」
に
訂
正
し
て
語

）

脈
を
調
え
た
も
の
が
「
い
と
ゝ
ね
さ
め
の
」
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
飽
く
ま
で
も
語
法
的
基
準
に
基
づ
く

適
正
な
本
文
を
一
時
的
に
選
択
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て

「
い
と
ゝ
ね
さ
め
の
」
と
あ
る
の
が
本
来
の
適
正
な
『
能
宣
集
』

、

の
本
文
で
あ
る
の
か
、
後
に
派
生
し
た
本
文
で
あ
る
の
か
は
、
語
法
的
基
準
で
は
全
く
判
断
を
下
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
一
律
に
語

法
的
基
準
の
適
用
を
も
っ
て
合
理
的
に
本
文
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
に
は
、
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
掲
げ
る

詞
の
場
合
は
、
語
法
的
基
準
の
適
用
で
き
な
い
書
入
れ
の
一
例
で
あ
る
。

86

詞

む
つ
き
の
つ
か
さ
め
し
は
し
ま
り
た
る
あ
ひ
た
に
あ
る
と
こ
ろ
に
て
う
た
よ
め
と
や
む
こ
と
な
き
人
／
＼
の
ゝ
た
ま
ひ

ね
の
ひ
の

86

け
れ
は

右
は

詞
の
全
文
で
あ
る
が

『
能
宣
集
』
の
諸
本
で
は
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
に
同
じ
折
り
の
歌
が
、
次
の
よ
う
な
詞
書

、

86

で
見
え
る
。

二
月
子
日
お
な
し
所
の
を
と
こ
と
も
の
へ
に
ま
か
り
て
侍
に
直
物
の
除
目
に

申
文
た
て
ま
つ
り
て
は
へ
れ
と
え
な
る
ま
し
と
う
け
た
ま
は
り
て

ま
つ
な
ら
は
ひ
く
ひ
と
け
ふ
は
あ
り
な
ま
し
そ
て
の
み
と
り
そ
か
ひ
な
か
り
け
る

32
い
ま
通
説
に
従
う
と
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
は
円
融
天
皇
献
上
本
系
統
、
西
本
願
寺
本
は
花
山
天
皇
献
上
本
系
統
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
両
者
に
成
立
上
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
右
の

詞
と

詞
の
内
容
を
比
べ
て
み
て
も
そ

86

32
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の
相
異
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本

詞
で
は
二
月
の
子
日
に
行
わ
れ
た
直
物
除
目
の
時
の
歌
と
あ
る
が
、
冷
泉
家
時
雨
亭

32

文
庫
蔵
本
系
統
は
そ
こ
ま
で
具
体
的
で
な
く
正
月
の
除
目
を
主
題
に
し
た
詠
で
あ
る
。
し
か
し
、
冷
泉
家
本
系
統
の
場
合
で
あ
っ
て

も
、
歌
の
上
の
句
「
ま
つ
な
ら
は
ひ
く
人
け
ふ
は
あ
り
な
ま
し
」
に
よ
っ
て
子
日
の
詠
で
あ
る
こ
と
は
お
の
ず
と
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
か
ら
、
子
日
当
日
の
詠
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
恣
意
的
に
添
加
さ
れ
た
本
文
と
は
見
な
し
が
た
い
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』

の
歌
頭
に
は
集
付
が
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
歌
は

『
拾
遺
集
』
巻
第
十
六
雑
春
一
〇

、

86

二
七
に
、
次
の
よ
う
に
入
集
し
て
い
る
。

正
月
叙
位
の
頃
、
あ
る
所
に
人
々
ま
か
り
あ
ひ
て
子
日
の
歌

よ
ま
ん
と
い
ひ
侍
り
け
る
に
、
六
位
に
侍
り
け
る
時

大
中
臣
能
宣

松
な
ら
ば
引
く
人
け
ふ
は
有
り
な
ま
し
袖
の
緑
ぞ
か
ひ
な
か
り
け
る

『
拾
遺
集
』
の
詞
書
に
「
正
月
叙
位

「
あ
る
所
に

「
人
々

「
子
日
の
歌
よ
ま
ん
と

「
い
ひ
侍
り
け
る
」
と
あ
る
条
件
が
、

」、

」

」

」

冷
泉
家
本
詞
書
の
「
む
つ
き
の
つ
か
さ
め
し

「
あ
る
と
こ
ろ
に
て

「
う
た
よ
め
と

「
人
／
＼

「
の
ゝ
た
ま
ひ
け
れ
は
」
と
い

」

」

」

」

ね
の
ひ
の

う
条
件
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
は

大
い
に
注
目
さ
れ
る

拾
遺
集

の
能
宣
歌
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
系
統
の

能
宣
集

、

。『

』

『

』

か
ら
採
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
両
者
の
関
係
は
極
め
て
近
接
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
『
拾
遺
集
』
に
「
子

日
の
歌
よ
ま
ん
と
」
と
あ
り
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
に
も
書
入
れ
の
「
う
た
よ
め
と
」
と
あ
る
共
通
し
た
現
象
は
、
単
に
偶
然

ね
の
ひ
の

の
一
致
と
見
な
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
や
は
り
こ
こ
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
系
統
の
祖
先
に
、
い
ま
は
伝
わ
ら
な
い
「
ね
の

ひ
の
う
た
よ
め
」
と
す
る
伝
本
が
存
在
し
、
そ
の
古
態
の
本
文
が
書
入
れ
に
よ
っ
て
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
に
継
承
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
の
が
い
ま
は
穏
当
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
書
入
れ
に
は
、
八
条
院
坊
門
局
が
筆
写
の
折
り
に
気
づ
い
た
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
率
直
に
表
明
し
た
も
の
が
、

次
の
如
く
三
箇
所
に
見
ら
れ
る
。

詞

た
ま
か
け
の
井さ

は
と
こ
と
本
に
は
あ
り

241
詞

□
す
の
か
た
た
は
の
く
に

な
に
も
し
や
ら
ん
本
の
ま
ゝ
な
り

253
ノ
後

十
月
十
日
は
か
り
に
き
く
の
お
も
し
ろ
く
う
つ
ろ
ひ
た
る
と
こ
ろ
本
の
ま
ゝ
お
ほ
か
た
い
つ
く
も
心
え
ぬ
こ
と
お
ほ
か
り

323

次
に
（
イ
）
に
属
す
る
書
入
れ
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
そ
の
多
く
は
、

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本

２

は
る
／
＼
と
ほ
き

は
る
／
＼
と
ゝ
ほ
き

ト

詞

お
も
ひ
け
む

お
も
ひ
な
り
に
け
む

な
り
に

134

の
よ
う
に
本
文
の
脱
落
を
本
行
の
右
傍
に
小
字
で
補
う
も
の
で
あ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
で
は
そ
の
小
字
を
本
行
化
し
て
い

る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
こ
う
し
た
関
係
は
六
箇
所
に
見
ら
れ
る
が
、
書
陵
部
蔵
御
所
本
は
そ
の
六
箇

所
全
て
に
お
い
て
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
小
字
を
誤
り
な
く
筆
写
し
て
い
る
。
両
集
の
本
文
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ

る
。ま

た
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
で
は
、

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本

詞

ま
つ
り
の

日
も
の
み

ま
つ
り
の
み
そ
き
の
日
も
の
み

み
そ
き
の

94
詞

人
の

の
に
人
の

の
に

103
詞

や
と
り
た
る

に

や
と
り
た
る
ほ
と
に

ほ
と

165

の
よ
う
に
本
行
に
「

」
を
記
し
、
そ
の
右
傍
に
小
字
で
本
文
を
補
入
し
た
も
の
が
三
例
見
ら
れ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
で

は
そ
う
し
た
手
続
き
を
一
切
省
き
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
小
字
を
そ
の
ま
ま
本
行
化
し
て
い
る
こ
の
場
合
も
両
集
の
本
文
は

。

、

全
て
の
箇
所
で
完
全
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
ほ
か
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
で
は
わ
ず
か
一
例
だ
が
、
次
の
よ
う
な
書
入
れ
も
見
ら
れ
る
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本

た
ち
か
へ
り
ゆ
く

た
ち
か
へ
り
な
く

123

な

こ
れ
は

「
ゆ
く
」
の
「
ゆ
」
を
直
接
墨
で
抹
消
し
、
左
横
に
「
な
」
と
書
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
田
中
登
氏
は
こ
の
書
入
れ
を

、

藤
原
定
家
の
所
為
か
と
さ
れ
て
い
る
。
書
陵
部
蔵
御
所
本
は
そ
の
手
続
き
を
省
い
て
「
な
」
を
本
行
化
し
「
た
ち
か
へ
り
な
く
」

、

（
７
）

と
筆
写
し
て
い
る
。
両
集
の
本
文
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

以
上
、
書
入
れ
に
つ
い
て
些
か
瑣
末
な
内
容
に
立
ち
入
っ
た
が
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
書
入
れ
は
、
書
陵
部
蔵
御
所
本
に

概
ね
原
型
に
近
い
形
で
筆
写
さ
れ
、
そ
う
で
な
く
本
行
化
し
た
箇
所
に
お
い
て
も
内
容
は
相
違
す
る
こ
と
な
く
書
写
さ
れ
た
こ
と
が

指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
前
記
の
「

四
）
見
せ
消
ち
の
一
致
」
の
項
と
同
様
に
、
書
入
れ
の
一
致
を
通
し
て
、
八
条
坊
門
局
筆
冷

（

泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
が
完
全
に
同
系
統
の
伝
本
で
あ
り
、

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
転
写
本
が
書
陵
部
蔵
御
所
本
『
能
宣
集
』
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

六

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
の
一
致
せ
ざ
る

点

（
Ａ
）
仮
名
・
漢
字
混
用
の
不
一
致

後
の
章
に
掲
げ
た
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
の
本
文
異
同

一
覧
に
明
白
で
あ
る
よ
う
に
、
両
集
に
は
仮
名
と
漢
字
の
混
用
の
違
い
が
目
に
止
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
は
概
ね
仮
名
書
き

の
も
の
が
多
い
が

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
は
漢
字
を
使
用
す
る
頻
度
の
高
い
こ
と
が
判
明
す
る

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
は

、

。

、

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
原
型
を
そ
の
ま
ま
模
写
再
現
す
る
目
的
の
下
で
編
集
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
確
に
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
次
に
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
が
、
①
の
例
は
多
数
見
ら
れ
る
る
も
の
の
、
②
は
掲
げ
る
一
例
に
尽
き
る
。

①
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
仮
名
に
対
し
て
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
が
漢
字
を
用
い
る
例

や
と
る
け
ふ
か
な

や
と
る
け
ふ
哉

23

は
な
の
い
ろ

は
な
の
色

83

よ
ろ
つ
よ
や

万
代
や

84
詞

と
ほ
き
と
こ
ろ
へ

と
ほ
き
所
へ

142

②
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
漢
字
に
対
し
て
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
が
仮
名
を
用
い
る
例

は
る
風
の

は
る
か
せ
の

43

（
Ｂ
）
仮
名
字
母
の
不
一
致

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
一
丁
オ
モ
テ
に
は
１
番
〜
３
番
ま
で
の
歌
が
筆
写
さ
れ
、
集
付
を
除
い
た
総
文
字
数
は

百
四
十
三
文
字
を
数
え
る
。
こ
こ
に
用
い
ら
れ
た
仮
名
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
に
使
用
さ
れ
た
仮

名
を
対
比
し
て
み
る
と
、
字
母
に
相
違
の
見
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
数
は
、
次
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
一
丁
オ
モ

テ
だ
け
で
も
二
十
七
文
字
見
ら
れ
、
不
一
致
率
は
約
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
昇
っ
て
い
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
御
所
本
の
こ
う
し
た
使
用
仮
名
字
母
の
不
一
致
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
筆
者
が
原
型
の
文
字
に
と
ら
わ
れ
ず
に
自
己

流
の
筆
跡
で
筆
勢
や
連
綿
遊
子
に
任
せ
て
日
来
の
書
き
慣
れ
た
得
意
の
字
母
を
無
意
識
の
う
ち
に
選
択
し
て
筆
写
し
て
い
る
た
め
と

推
測
さ
れ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
を
原
型
の
通
り
に
模
写
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
白

で
あ
る
。
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歌
序

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
本
文
と
字
母

御
所
本
の
字
母

１
詞

「
め
す
に
」
ノ
「
に
」

仁

爾

「
か
き
あ
つ
め
た
る
」
ノ
「
た
」

太

堂

「
を
の
ゝ
宮
の
」
ノ
「
を
」

遠

越

「
宮
の
」
ノ
「
の
」

能

乃

「
し
は
へ
り
し
」
ノ
「
り
」

利

里

１

「
か
は
へ
の
」
ノ
「
の
」

乃

農

「
と
け
」
ノ
「
け
」

介

計

「
み
き
は
」
ノ
「
み
」

美

三

「
み
き
は
」
ノ
「
は
」

波

八

「
も
え
」
ノ
「
え
」

衣

盈

「
い
つ
る
」
ノ
「
る
」

類

留

「
は
る
」
ノ
「
る
」

留

累

「
き
に
け
り
」
ノ
「
に
」

仁

丹

「
き
に
け
り
」
ノ
「
け
」

遣

介

「
き
に
け
り
」
ノ
「
り
」

利

里

「
に
ほ
ひ
」
ノ
「
に
」

仁

爾

「
か
せ
に
」
ノ
「
に
」

仁

爾

「
へ
て
そ
」
ノ
「
そ
」

曾

楚

「
た
つ
ぬ
」
ノ
「
ぬ
」

奴

怒

３

「
ち
ら
ぬ
」
ノ
「
ぬ
」

奴

怒

「
と
き
は
」
ノ
「
は
」

波

八

「
や
ま
の
」
ノ
「
の
」

乃

野

「
う
く
ひ
す
」
ノ
「
ひ
」

飛

比

「
か
す
み
」
ノ
「
か
」

可

加

「
か
す
み
」
ノ
「
み
」

見

三

「
み
て
そ
」
ノ
「
み
」

美

三

「
み
て
そ
」
ノ
「
そ
」

曾

楚

（
Ｃ
）
字
配
り
の
不
一
致

す
で
に
前
章
の
「

三
）
字
配
り
・
丁
変
り
の
一
致
」
の
項
で
触
れ
た
よ
う
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
は
、
詞
書

（

は
ほ
ぼ
三
字
下
り
、
一
行
一
七
字
〜
三
〇
字
程
度
に
書
き
、
和
歌
は
一
行
に
書
く
も
の
も
あ
る
が
二
行
に
書
く
も
の
が
圧
倒
的
に
多

い
。
ま
た
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
は
、
詞
書
は
ほ
ぼ
三
字
下
り
、
一
行
一
八
字
前
後
に
書
き
、
和
歌

は
二
行
に
書
く
も
の
が
一
行
に
書
く
も
の
を
圧
倒
し
て
い
る
。
い
ま
両
者
の
字
配
り
に
つ
い
て
比
べ
て
み
る
と
、
詞
書
、
和
歌
そ
れ

ぞ
れ
に
一
致
せ
ざ
る
と
こ
ろ
が
わ
ず
か
な
が
ら
見
出
さ
れ
る
。

詞
書
の
字
配
り
が
一
致
し
て
い
な
い
箇
所
は
、
三
百
六
十
二
首
中
、
二
十
六
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
体
の
約
七
パ
ー
セ
ン
ト
に

過
ぎ
な
い
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
に
見
ら
れ
る
字
配
り
の
移
動
は
、
そ
の
多
く
が
一
字
一
字
を
ほ
ぼ
均
一
の
大
き
さ
で
一
八
字

前
後
に
筆
写
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
字
配
り
の
不
一
致
は
、
同
じ
行
数
内
で
一
、
二
字
移
動
し
て
い
る
の
が
普
通
で

あ
る
。
左
に
掲
げ
た
よ
う
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
で
二
行
の
詞
書
が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
で
三
行
に
増
え
る
の
は
希
な
ケ

ー
ス
で
あ
る
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本

詞

さ
い
宮
御
庚
申
に
さ
ふ
ら
ひ
て
あ
そ
ひ
つ
か
ま
つ
る
ほ

さ
い
宮
御
庚
申
に
さ
ふ
ら
ひ
て
あ
そ
ひ
つ
か

312

と
に
み
や
の
御
こ
と
の
ね
あ
か
ぬ
よ
し
を
た
い
に
て

ま
つ
る
ほ
と
に
み
や
の
御
こ
と
の
ね
あ
か
ぬ
よ
し

を
た
い
に
て
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因
み
に
、
字
配
り
の
不
一
致
箇
所
を
歌
序
で
示
す
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

23

57

90

91

94

103

119

141

145

146

156

170

208

259

270

278

279

281

278

312

315

320

325

328

・
330

343

ま
た
、
和
歌
の
字
配
り
で
一
致
し
な
い
の
は
、
次
に
掲
げ
た
四
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
体
の
約
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
数

値
で
あ
る
。

は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
が
第
五
句
の
一
字
目
を
一
行
目
に
書
い
た
も
の
、

は
第
四
句
目
の
末
尾
を
二
行
目
に

279

301

書
い
た
も
の
、

は
第
四
句
を
一
行
目
に
収
め
た
も
の
、

は
第
四
句
末
尾
二
字
を
二
行
目
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
宮
内
庁
書

324

350

陵
部
蔵
御
所
本
で
は
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
文
字
で
二
十
四
字
前
後
に
筆
写
し
て
い
る
。
そ
れ
が
微
妙
に
違
い
を
生
じ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本

な
か
れ
て
も
か
は
ひ
の
そ
の
ゝ
み
つ
ほ
そ
ち
ひ
と
り
は
み
す
の
う

（
上
の
句
省
略
）
ひ
と
り
は
み
す
の

279

り
と
し
ら
な
む

う
り
と
し
ら
な
む

よ
さ
の
う
み
の
あ
ま
の
は
し
た
て
み
わ
た
せ
は
か
た
／
＼
な
み

（
上
の
句
省
略
）
か
た
／
＼
な
み
を

301

を
わ
く
る
し
め
か
な

わ
く
る
し
め
か
な

む
さ
し
の
ゝ
つ
ゝ
き
の
こ
ほ
り
て
き
つ
ゝ
お
の
／
＼
ち
よ
は

（
上
の
句
省
略
）
お
の
／
＼
ち
よ
は
お

324

お
も
ふ
へ
ら
な
り

も
ふ
へ
ら
な
り

お
も
ふ
こ
と
い
そ
の
か
み
に
も
い
の
り
つ
ゝ
い
ふ
か
ひ
な

（
上
の
句
省
略
）
い
ふ
か
ひ
な
こ
そ

350

こ
そ
あ
ま
も
ゝ
と
む
れ

あ
ま
も
ゝ
と
む
れ

（
Ｄ
）
丁
変
り
の
不
一
致

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
墨
付
が
四
十
五
丁
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
は
六
十
三
丁
に

及
ん
で
い
る
。
両
集
の
丁
変
り
は
、
巻
頭
と
巻
末
部
を
除
外
す
る
と
、
全
く
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
れ
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文

庫
蔵
本
の
各
丁
が
一
面
一
〇
行
〜
一
七
行
程
度
の
範
囲
で
自
由
応
変
に
書
写
し
て
い
る
の
に
対
し
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
で
は

全
丁
で
一
面
一
〇
行
の
設
定
を
厳
守
し
て
書
く
た
め
に
丁
変
り
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
丁
数
も
増
え
て
、
丁
変
り
の
不
一
致
を
生
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
面
の
行
数
の
相
違
が
丁
変
り
の
不
一
致
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
現
象
を
も
っ
て
両
集

の
親
子
関
係
を
否
定
す
る
論
拠
に
は
な
り
得
な
い
。

（
Ｅ
）
見
せ
消
ち
の
不
一
致

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
見
せ
消
ち
総
数
二
十
六
箇
所
中
、
見
せ
消
ち
が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家

集
『
能
宣
集
』
と
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
は
、
わ
ず
か
に
次
の
一
箇
所
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本

た
つ
人
か
ら
の

は
た
つ
人
か
ら
の

172
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』21

丁
オ
モ
テ
に
「
か
ら
に
し
き
お
し
く
も
あ
ら
ぬ
あ
さ
き
り
は
た
つ
人
か
ら
の
た

172
む
け
な
る
へ
し
」
と
あ
る
歌
の
第
四
句
に
当
た
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
は
そ
の
第
四
句
を
「
は

た
つ
人
か
ら
の
」
と
書
写
し
て
し
ま
い

「
は
」
が
不
要
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に

「
は
」
の
左
傍
に
見
せ
消
ち
の
符

、

、

号
を
入
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
書
陵
部
蔵
御
所
本
が
見
せ
消
ち
に
し
た
「
は
」
は
、
字
母
が
「
者
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
冷
泉
家
時

雨
亭
文
庫
蔵
本
第
三
句
「
あ
さ
き
り
は
」
の
末
尾
「
は
」
の
字
母
と
共
通
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
書
陵
部
蔵
御
所
本
は
、
冷
泉
家
時

雨
亭
文
庫
蔵
本
第
三
句
末
尾
の
「
は
」
に
牽
制
さ
れ
て
、
第
四
句
頭
に
「
は
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
と
も
の
と
見
ら
れ
る
。
冷
泉
家

時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の

は
、
裏
面
の
文
字
が
透
け
て
見
え
表
面
の
文
字
と
重
な
る
な
ど
し
て
判
読
が
し
づ
ら
い
丁
に
書
写
さ
れ
て
い

172

る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
事
情
も
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
を
誘
っ
た
一
因
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

に
お
け
る
見
せ
消
ち
の
不
一
致
は
、
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
単
純
な
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
両
集
が
同
一
系

172
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統
の
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
覆
す
に
足
る
も
の
で
は
な
い
。

（
Ｆ
）
書
入
れ
の
不
一
致

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の
書
入
れ
が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
に
全
く
反
映
さ
れ
て

い
な
い
の
は
、
わ
ず
か
８
箇
所
に
す
ぎ
な
い
。
歌
序
で
示
す
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

・

（
集
付
・

（
集
付
・

（
集
付
・

詞
・

詞
・

（
集
付
・

詞

）

）

）

）

10

119

120

123

123

127

278

317

こ
の
う
ち

（
集
付

・

（
集
付

・

（
集
付

・

（
集
付
）
の
四
箇
所
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
に
あ
る
集
付
が

）

）

）

119

120

123

278

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
に
脱
落
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
箇
所
の
集
付
は
定
家
の
手
に
な
る
と
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ

も
歌
頭
の
上
に
大
書
さ
れ
て
い
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
で
は
こ
れ
ら
を
何
ら
か
の
事
情
で
書
き
漏
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
こ
の
現
象
を
も
っ
て
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
親
子
関
係
が
損
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

次
の
二
例
も
ま
た
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
が
見
落
と
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本

詞

ま
て
は
へ
に

ま
て
は
へ
に

ル

123
詞

ぬ
さ
を
ゝ
て
は
に

ぬ
さ
を
ゝ
□
て
は
に

本

127
詞

は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
十
六
丁
ウ
ラ
に
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
裏
面
の
文
字
が
透
け
て
見
え
判
読
が
し

123
ず
ら
い
丁
で
あ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
「
ま
て
は
へ
る
」
の
「
へ
」
と
「
に
」
の
間
の
右
傍
に
、
片
仮
名
の
小
字
で
「
ル
」

と
あ
る
書
入
れ
は
、
線
筆
も
弱
く
、
裏
面
の
鏡
文
字
「
た
（
字
母
「
太

」
と
重
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所

」）

本
で
は
見
落
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

詞
も
「
本
」
の
書
入
れ
が
小
字
で
、
墨
付
き
も
薄
い
こ
と
か
ら
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
は
見
落
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

127い
ず
れ
も
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
書
写
時
に
お
け
る
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
と
見
ら
れ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
御
所
本
と
が
同
一
系
統
の
伝
本
で
、
親
子
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
現
象
で
揺
ら
ぐ
こ
と
は
全
く
な
い
。

こ
の
ほ
か
次
の
書
入
れ
が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本

あ
る
本
に
こ
の
う
た
は
あ
き
に

あ
り

ま
こ
と
に

さ
こ
そ
は候

へ
け
れ
か
め
や

ま
の
う
た
の

つ
き
に

あ

き

に

お

な

し

あ
き
に
お
な
し

10

心
え
す
み
あ
は

す
へ
し

詞

お

な

し

み

ち

に

お
な
し
み
ち
に

317

こ
の
二
首
に
対
す
る
書
入
れ
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
に
筆
写
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
委
細
は
審
ら
か
で

な
い
。
す
で
に
「

五
）
書
入
れ
の
一
致
」
の
項
に
挙
げ
た
よ
う
に
八
条
院
坊
門
局
が
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
率
直
に
述
べ
た

（

書
入
れ
が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
に
は
三
箇
所
転
写
さ
れ
て
い
る
の
で
右
の

や

詞
も
対
象
外
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る

、

。

10

317

今
後
に
俟
ち
た
い
。

七

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
の
親
本
か

前
章
ま
で
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
の
関
係
に
つ
い
て
種

々
の
問
題
を
検
討
し
て
み
た
が
、
歌
序
、
集
付
、
字
配
り
、
見
せ
消
ち
、
書
入
れ
、
巻
頭
・
巻
末
部
の
書
写
構
成
な
ど
に
極
め
て
多

く
の
一
致
す
る
点
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
両
集
が
系
譜
の
上
で
直
系
の
系
統
で
あ
る
こ
と
を
示
証
し
、
両
集
の
間
に
他

本
を
介
在
し
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
問
題
も
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
直
下
直
上
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
確
実
に
し
て
い
る
の
で
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あ
る
。
ま
た
両
集
に
は
一
致
を
見
な
い
点
も
わ
ず
か
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
両
集
の
親
子
関
係
を
否
定
し
得
る
に
足
る
も
の
で
な
い

こ
と
は
、
縷
々
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
諸
点
を
勘
案
す
る
と
、
両
集
が
完
全
に
同
一
系
統
の
伝
本
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

蔵
本
『
能
宣
集
』
を
親
本
に
し
て
江
戸
初
期
に
成
立
し
た
の
が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
で
あ
る
と
の

結
論
に
達
す
る
の
で
あ
る
。

八

番
詞
書
の
「
□
す
」
は
親
本
以
前
の
誤
写
に
よ
る
転
化
本
文

253

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
及
び
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』

番
の
詞
書
の
中
に
、
次
の

253

よ
う
に
筆
写
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本

（
下
略
）

書
陵
部
蔵
御
所
本

（
下
略
）

こ
れ
は
、□

す

の

か
た
た
は
の
く
に

な
に
も
し
や
ら
ん
本
の
ま
ゝ
な
り

さ
ゝ
れ
い
し
の
山

さ
ゝ
れ
い
し
の
山
と
な
る
ま
て
と
り
つ
ま
む
き
み
か
よ
は
ひ
の
か
す
を
か
そ
へ
て

と
あ
る
歌
の
詞
書
一
行
目
「
□
す
の
か
た
た
は
の
」
の
部
分
に
相
当
す
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
筆
者
八
条
院
坊
門
局
は
、

こ
詞
書
の

□

が
難
解
で
解
読
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で

そ
の
右
傍
に

な
に
も
し
や
ら
ん
本
の
ま
ゝ
な
り

と
書
入
れ
て
い
る

「

」

、

「

」

。

こ
れ
に
よ
る
と
難
解
な
文
字
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
親
本
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
続
く
「
す
」

に
も
、
も
し
八
条
院
坊
門
局
の
誤
写
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
親
本
の
「
□
」
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
次
の

「
す
」
に
つ
い
て
も
『
能
宣
集
』
本
来
の
本
文
を
誤
写
し
た
劣
性
な
本
文
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の

番
は
、
直
前
に
「
大
嘗
会
の
ゆ
き
の
う
た
」
の
歌
群

番
〜

番
が
あ
り
、
直
後
に
も
同
じ
く
大
嘗
会
歌
群
と
解
さ
れ
る

253

233

252

・

番
が
あ
る
。
さ
ら
に

番
は
詞
書
に
地
名
の
「
さ
ゝ
れ
い
し
の
山
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
和
歌
も
帝
の
長
命
や
御
代
の
豊
栄

254

255

253

長
久
を
頌
え
た
も
の
が
主
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
条
件
を
勘
案
す
る
と
、

番
は
紛
れ
も
な
く
大
嘗
会
歌
群
の
一
首
と
帰
結

253

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
体

『
能
宣
集
』
の
当
事
者
、
大
中
臣
能
宣
が
大
嘗
会
に
詠
進
す
る
機
会
を
得
た
の
は
、
冷
泉
天
皇
の
安
和
元
年
（
九
六
八
）

、

十
一
月
二
十
四
日
と
、
円
融
天
皇
の
天
禄
元
年
（
九
七
〇
）
十
一
月
十
七
日
の
二
度
で
あ
っ
た
。
安
和
元
年
度
の
大
嘗
会
は
、
齋
国

に
悠
紀
近
江
国
野
洲
郡
、
主
基
播
磨
国
餝
磨
郡
が
卜
定
さ
れ
（

本
朝
世
紀

『
日
本
紀
略

『
歴
代
編
年
集
成

『
二
中
歴

、
和

『

』

』

』

』）

歌
は
兼
盛
・
能
宣
・
元
輔
が
詠
進
し
た
（

八
雲
御
抄
』
巻
二

。
ま
た
天
禄
元
年
度
に
は
、
悠
紀
近
江
国
坂
田
郡
、
主
基
丹
波
国

『

）

氷
上
郡
が
卜
定
さ
れ
（

日
本
紀
略

『
歴
代
編
年
集
成

『
二
中
歴

、
大
嘗
会
和
歌
は
能
宣
・
兼
盛
・
中
務
が
詠
ん
だ
（

八
雲

『

』

』

』）

『

御
抄
』
巻
二
。
能
宣
は
両
度
と
も
悠
紀
方
の
歌
人
と
し
て
選
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
能
宣
集
『
拾
遺
集

。

）

『

』

』）

大
嘗
会
和
歌
で
は
一
首
毎
に
齋
国
の
地
名
が
一
つ
ず
つ
詠
み
込
ま
れ
る
の
を
常
と
し
た
。

番
詞
書
に
見
え
る
「
さ
ゝ
れ
い
し
の

253

山
」
は
、
三
条
天
皇
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
の
大
嘗
会
に
主
基
丹
波
国
天
田
郡
が
卜
定
さ
れ
源
兼
澄
が
詠
進
し
た
中
に
も
「
さ
ざ

れ
い
し
の
山
」
が
見
え
る
よ
う
に
（

栄
華
物
語
』
日
蔭
の
鬘

『
八
雲
御
抄

、
丹
波
国
の
地
名
と
し
認
識
さ
れ
て
い
た
。
従
っ

『

、

』）

て
、

番
は
齋
国
に
丹
波
国
が
卜
定
さ
れ
た
天
禄
元
年
度
の
大
嘗
会
風
俗
歌
で
あ
り
、
主
基
方
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で

253

あ
る
。
こ
れ
は
詞
書
に
「
た
は
の
く
に

、
即
ち
「
丹
波
の
国
」
と
あ
る
こ
と
と
も
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
大
嘗
会
和
歌
で

」

は
悠
紀
方
が
主
基
方
よ
り
も
重
要
視
さ
れ
た
の
で
歌
集
に
多
数
採
り
入
れ
ら
れ
る
の
は
悠
紀
の
歌
の
方
で
あ
る
の
が
一
般
的
だ
が
、

こ
の
『
能
宣
集
』
で
も
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
悠
紀
方
の
歌
群
が

番
〜

番
ま
で
合
計
二
十
首
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の

〜

233

252

253

255

番
の
主
基
方
歌
群
が
三
首
と
少
な
い
こ
と
も
ま
た
、

番
が
主
基
方
の
歌
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
に
な
ろ
う
。

253

な
お
、
西
本
願
寺
本
『
能
宣
集
』
に
は
「
冷
泉
院
の
御
時
大
嘗
会
の
悠
紀
の
歌
」
の
歌
群
の
直
後
に

「
お
な
し
大
嘗
会
の
悠
紀

、

の
歌

さ
ゝ
れ
い
し
の
山
」
と
い
う
詞
書
で
、

さ
ゝ
れ
い
し
の
や
ま
と
な
る
ま
て
な
り
つ
め
は
き
み
か
よ
は
ひ
の
か
す
も
し
ら
れ
す

161

と
い
う
風
俗
歌
が
あ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

番
に
類
似
し
た
歌
で
あ
り
、
こ
の
後
の
西
本
願
寺
本

番
も
冷
泉
家
時
雨
亭

253

162

文
庫
蔵
本

番
と
近
似
し
た
歌
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

〜

番
の
歌
群
と
同
じ
時
の
歌
と
見
な
し
て

255

253

255
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い
い
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
丹
波
国
の
「
さ
ゝ
れ
い
し
の
山
」
が
詠
み
込
ま
れ
た
大
嘗
会
和
歌
は
天
禄

元
年
度
に
主
基
国
で
あ
っ
た
時
の
歌
で
あ
り
、
西
本
願
寺
本
の
詞
書
に
「
悠
紀
の
歌
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で

「
主
基
の
歌
」
で
な

、

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
西
本
願
寺
本

番
の
詞
書
に
は
疑
義
が
あ
り
、
こ
の
本
文
を
拠
に
し
て
冷
泉
家
時
雨
亭
文

161

庫
蔵
本

番
を
悠
紀
の
歌
に
解
す
る
こ
と
は
適
正
で
な
い
。

253

前
言
し
た
よ
う
に
安
和
元
年
及
び
天
禄
元
年
両
度
の
大
嘗
会
に
お
い
て
能
宣
が
詠
進
し
た
の
は
、
悠
紀
方
の
歌
で
あ
っ
た
。
従
っ

て

天
禄
元
年
に
能
宣
が
悠
紀
方
の
歌
と
同
時
に

格
下
の
主
基
方
の
歌
を
詠
進
す
る
こ
と
は
な
い
と
み
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が

、

、

、

「
主
基

丹
波

能
宣
代
人

（

大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌

）
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
能
宣
が
急
遽
代
作
し
た
も
の
か
と
す
る
増
田
繁

」
『

』

夫
氏
説
が
至
当
で
あ
る
。

（
９
）

以
上

慎
重
を
期
し
て
煩
雑
な
考
証
を
試
み
た
が
右
の
よ
う
な
諸
条
件
を
考
量
す
る
と

問
題
の

番
詞
書
の

□
す

は

す

、

、

「

」

、「

253

き
」
を
誤
写
し
た
転
化
本
文
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
左
に
掲
げ
た
よ
う
に

「
す
」
の
字
母
「
須
」
が
字
形
の
相
似
し

、

た
現
在
の
詞
書
の
「
□
」
に
転
化
し
、
更
に
そ
れ
に
下
接
す
る
「
き
（
字
母
「
支

」
の
終
筆
が
そ
の
下
の
「
の
」
と
連
綿
し
た

」）

た
め
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
詞
書
に
見
え
る
「
す
（
字
母
「
春

」
に
転
化
し
、
意
味
の
通
ら
な
い
「
□
す
」
の
派
生
本

」）

文
を
生
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
す
）
（
き
）

親
本
以
前
の
推
定
本
文

上
の
（
す

（
き
）
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
の

）、

丁
ウ
ラ
９
行
目
、

丁
ウ
ラ

行
目
よ
り
集
字
し
た
。

45

39

10

←

←

‖

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

つ
ま
り

番
の
詞
書
「
□
す
の
か
た
た
は
の
く
に
」
は
、
本
来
の
『
能
宣
集
』
に
は
「
す
き
の
か
た
た
は
の
く
に
」
と
あ
っ
た
も

253

の
と
推
定
さ
れ
「
主
基
の
方
、
丹
波
の
国
」
の
意
に
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

、
九

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集
』
の
本
文
異
同
一

覧

以
下
、
参
考
ま
で
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
能
宣
集
』
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
『
能
宣
集

（
五
一
〇

』

・
一
二
）
の
本
文
異
同
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る｡

上
段
が
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
番
号
と
本
文
、
下
段
が
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
本
の
本
文
で
あ
る
。

な
お､

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

番
の
第
四
句
「
と
こ
ろ
も
さ
ら
ぬ
」
の
「
□
」
一
文
字
分
の
箇
所
は
、
そ
の
筆
蹟
の
一
部
分

32

が
消
滅
し
て
い
る
た
め
視
覚
の
み
に
よ
る
判
読
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
か
ろ
う
じ
て
墨
跡
を
留
め
る
終

筆
部
分
の
字
形
や
、
詞
書
の
前
後
の
文
脈
、
お
よ
び
正
保
版
本
『
能
宣
集
』

番
の
第
四
句
「
所
も
さ
ら
す

、
西
本
願
寺
本
『
能

」

28

宣
集
』

番
の
第
四
句
「
と
こ
ろ
も
さ
ら
す
」
と
い
う
本
文
か
ら
推
測
す
る
と
、
こ
こ
は
当
初
「
さ
」
と
書
写
さ
れ
て
い
た
も
の
と

129

考
量
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
「
さ
」
と
表
示
し
た
。
同
じ
く
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

番
「
カ
ス
カ
ノ

ゝ
ワ
カ
ナ
モ
イ

289

マ
ハ
オ
フ
ラ
メ
ト
ヒ
ト
ニ
モ
ア
せ
ス
」
の
「
□
」
の
箇
所
も
、
か
ろ
う
じ
て
留
め
る
墨
跡
の
一
部
分
や
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所

本

番
「
春
日
野
ゝ
わ
か
な
も
い
ま
は
お
ふ
ら
め
と
ひ
と
に
も
あ
せ
す
ゆ
き
そ
ふ
り
つ
む
」
の
和
歌
に
よ
っ
て

「
ノ

ゝ

「
マ

、

」

289
ハ

オ

フ

「
メ

「
ヒ

ト
」
と
推
定
し
た
。
同
様
に
、

番
詞
書
「
あ
る
と
こ
ろ
の
」
の
「
□
」
の
箇
所
は
、
墨
跡
の
終
筆
部
分

」

」

328

の
字
形
や
、
詞
書
の
前
後
の
文
脈
か
ら
推
測
し
て
、
本
来
「
と
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
量
さ
れ
る
の
で
「
と
」
と
表
示
し

た
。
ま
た

番
の
第
四
句
「
ま
た
は
た
ち
に
も
」
に
つ
い
て
も
墨
跡
の
字
形
お
よ
び
西
本
願
寺
本
『
能
宣
集
』

番
の
第
四
句
「
ま

340

415

た
は
た
ち
に
も
」
の
本
文
に
よ
っ
て
「
は
」
と
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
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冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
家
集
本

２

は
る
／
＼
と
ほ
き

は
る
／
＼
と
ゝ
ほ
き

ト

３

か
か
す
み
を

か
す
み
を

あ
る
本
に
こ
の
う
た
は
あ
き
に

10

あ
り

ま
こ
と
に

さ
こ
そ
は候

へ
け
れ
か
め
や

ま
の
う
た
の

つ
き
に

あ

き

に

お

な

し

あ
き
に
お
な
し

い
な
お
ほ
せ
と
り

わ
か
や
と
の
へ

わ

か

や

と
の
へ

19

や
と
る
け
ふ
か
な

や
と
る
け
ふ
哉

23

な
み
の
う
へ
に

な
み
の
の
う
へ
に

32

さ
ら
ぬ

こ
ら
ぬ

も
み
ち
せ
は

も
み
ち
せ
ぬ

33

お
ほ
井
か
は

大
井
河

34

こ
よ
ひ
や

こ
よ
ひ
は

は

40

は
る
風
の

は
る
か
せ
の

43

か
み
と

う
み
と

53

か
な

哉

72

み
つ
の
い
ろ
に

み
つ
の
色
に

77

は
な
の
い
ろ

は
な
の
色

83

人
そ

ひ
と
そ

よ
ろ
つ
よ
や

万
代
や

84
詞

を
し
む

を
し
み

み

88
詞

つ
か
ま
つ
る

つ
か
ま
へ
る

91
詞

こ
ひ
て
は
へ
り
し
に

こ
ひ
て

92

か
ら
こ
ろ
も

か
ら
衣

92
詞

ま
つ
り
の

日
も
の
み

ま
つ
り
の
み
そ
き
の
日
も
の
み

み
そ
き
の

94

女
の
ち
に

女
の
ち
ゝ

そ
ら
に
な
く

そ
ら
に
鳴

96
詞

い
つ
か
の
ひ

い
つ
か
の
日

98
詞

人
／
＼

人
ゝ

99

お
ほ
か
る
を

お
ふ
る
を

詞

人
の

の
に
人
の

の
に

103
詞

み
の
ゝ
く
に

み
の
ゝ
く
に
に

104

な
つ
こ
ろ
も

夏
こ
ろ
も

105
詞

す
き
て
ゆ
く
か
た
か
き
た
る
に

す
き
て
ゆ
く
か
き
た
る
に

か
た

110
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や
と
か
な

や
と
哉

110

わ
か
れ
の
そ
て
に

わ
か
れ
の
袖
に

114

お
け
る
し
ら
つ
ゆ

お
け
る
し
ら
露

い
と
ゝ
や
な
か
む

い
と
ゝ
な
か
む

や

115
詞

と
ほ
く
ま
か
り
ぬ
る
に

と
を
く
ま
か
り
ぬ
る
に

116

拾
（
集
付
）

119

拾
（
集
付
）

120

も
み
ち
の
い
ろ

も
み
ち
の
色

121
詞

ま
て
は
へ
に

ま
て
は
へ
に

ル

123

拾
（
集
付
）

123

た
ち
か
へ
り
ゆ
く

た
ち
か
へ
り
な
く

な

か
ひ
に

こ
ひ
に

124
詞

ぬ
さ
を
ゝ
て
は
に

ぬ
さ
を
ゝ
□
て
は
に

本

127

あ
き
ゝ
り
の

秋
き
り
の

128

た
つ
た
ひ
こ
ろ
も

た
つ
た
ひ
衣

か
た
み
な
り
と
も

形
見
な
り
と
も

詞

る
い
し
て
は
へ
る
も
の

□
い
し
て
は
へ
る
も
の

131
詞

お
も
ひ
け
ん

お
も
ひ
の
も

132

き
み
か
こ
ゝ
ろ
は

き
み
か
心
は

132
詞

お
も
ひ
け
む

お
も
ひ
な
り
に
け
む

な
り
に

134

か
へ
り
こ
と
も

か
へ
り
と
も

詞

み
つ
と
り
の

み
つ
鳥
の

135
詞

ま
つ
女
の

ま
へ
女
の

138

お
も
ふ
心
の

思
ふ
心
の

139
詞

と
ほ
き
と
こ
ろ
へ

と
ほ
き
所
へ

142
詞

と
ほ
き
と
こ
ろ
へ

と
ほ
き
所
へ

143
詞

く
さ
ま
く
ら

草
枕

144
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い
ろ
は
我
の
み
と

色
は
我
の
み
と

146

思
し
を

思
ひ
し
を

す
み
そ
め
の

す
み
染
の

147

わ
か
ま
く
ら
か
な

わ
か
ま
く
ら
哉

151

こ
た
へ
た
に
せ
ぬ

こ
た
へ
さ
る
ら
む

サ

ル

154

ラ

ム

こ
の
よ
に
の
み
は

こ
の
よ
ひ
の
み
は

155

な
ほ
う
き
事
は

お
ほ
う
き
事
は

156
詞

も
の
み
く
る
ま
と
も
の

も
の
み
車
と
も
の

158

さ
し
い
て
ゝ

さ
し
い
て

う
ち
よ
り
た
る
に

う
ち
よ
り
た
り

リ

人
の

人
に

に

山
ふ
き
の
は
な

山
吹
の
は
な

158

も
の
お
も
ふ
人
の

も
の
思
ふ
人
の

159
詞

お
ほ
か
た
め
さ
れ
て

お
ほ
う
た
め
さ
れ
て

160

え
の
ま
つ
は
ら
の

え
の
ま
つ
は
か
の

い
ろ
ふ
か
き

色
ふ
か
き

160

す
れ
る
こ
ろ
も
に

す
れ
る
衣
に

161
詞

や
と
り
た
る

に

や
と
り
た
る
ほ
と
に

ほ
と

165

し
ら
な
み
の

白
浪
の

168
詞

お
も
ふ
こ
と

思
ふ
こ
と

169
詞

あ
は
れ
な
る
よ
し
よ
む
に

あ
は
れ
た
る
よ
し

171

た
つ
人
か
ら
の

は
た
つ
人
か
ら
の

172

あ
や
め
く
さ
か
な

あ
や
め
く
さ
哉

176

山
か
は
の
み
つ

山
河
の
水

178

わ
か
る
と
も

わ
か
る
ら
ん

180

ま
し
て
こ
そ
み
め

ま
し
て
こ
そ
こ
め

う
す
き
こ
ろ
も
を

う
す
き
衣
を

181

ち
き
り
む
す
ふ
の

契
り
む
す
へ
る

へ

る

185
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い
の
れ
と
そ
お
も
ふ

い
の
れ
と
そ
思
ふ

186

か
す
か
や
ま

か
す
か
山

189

こ
う
は
い
の
え

こ
う
は
い
の
み

190

み
つ
に
う
か
へ
は

か
け
し
う
か
へ
は

か

け

し

195

い
も
は
ま
つ
と
も

い
ま
は
ま
つ
と
も

197
詞

お
ほ
く
は
へ
に

お
ほ
く
は
へ
る

198

あ
や
め
く
さ

あ
や
め
草

201

つ
ま
と
み
る
か
な

つ
ま
と
み
る
哉

け
ふ
は
な
る
か
な

け
ふ
は
な
る
哉

204

み
に
も
ゆ
く
か
な

み
に
も
ゆ
く
哉

206
詞

き
く
の
は
な
あ
り

き
く
の
は
な

208

な
り
に
け
る
か
な

な
り
に
け
る
哉

211

も
み
ち
の
い
ろ
も

も
み
ち
の
色
も

213

な
り
に
け
る
か
な

な
り
に
け
る
哉

詞

十
二
月

十
一
月

一

215
詞

か
へ
り
は
へ
る

か
へ
り
は
つ
る

219
詞

と
も
に
ま
か
る
に

も
と
に
ま
か
る
に

221

し
け
く
な
る
か
な

し
け
く
な
る
哉

223

ち
は
や
ふ
る

千
は
や
ふ
る

237

い
や
を
ゐ
か
は
ゝ
の

い
や
を
ゐ
か
は
の

238

ひ
か
り
そ
ま
さ
り

ひ
か
り
そ
ま
さ
る

ル

241

き
み
か
み
よ
か
な

き
み
か
み
よ
哉

242

つ
ま
む
と
そ
お
も
ふ

つ
ま
む
と
そ
思
ふ

246

つ
く
と
も
つ
き
し

へ
く
と
も
つ
き
し

248

か
は
み
れ
は

か
け
み
れ
は

け

250
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詞

七
月
七
日
つ
こ
も
り
か
た
に

七
月
つ
こ
も
り
か
た
に

256
詞

ほ
と
り
な
る
ま
つ
に

ほ
と
り
な
る
ま
へ
に

257

ま
つ
の
す
ゑ
ま
て

ま
へ
の
す
ゑ
ま
て

257
詞

あ
か
ぬ
こ
と
を

あ
は
ぬ
こ
と
を

268
詞

ま
か
り
た
り
と
こ
ろ

ま
か
り
た
る
と
こ
ろ

ル

269
詞

う
ら
み
つ
へ
き
さ
ま
に
の
み
え
て

う
ら
み
つ
へ
き
さ
ま
の
み
え
て

270
詞

さ
け
い
た
し
は
へ
る
と
て

さ
け
い
し
は
へ
る
と
て

た

278

拾
（
集
付
）

278

か
は
ひ
の
そ
の
ゝ

う
は
ひ
の
そ
の
ゝ

279
詞

た
い
は
ん
の
と
こ
ろ
よ
り

た
い
は
ん
と
こ
ろ
よ
り

282

け

ふ

く

る

ゝ

289

カ
ス
カ
ノ
ゝ
ワ
カ
ナ
モ
イ
マ

春
日
野
ゝ
わ
か
な
も
い
ま
は

は
る
を
ひ
と
へ
に

ハ
オ
フ
ラ
メ
ト
ヒ
ト
ニ
モ
ア
せ
ス

お
ふ
ら
め
と
ひ
と
に
も
あ
せ
す

お
し
み
て
は

ユ
キ
ソ
フ
リ
ツ
ム

ゆ
き
そ
ふ
り
つ
む

や
へ
山
ふ
き
の

は
な
を
い
か
ゝ
せ
ん

の
へ
を
た
つ
ぬ
れ
は

の
へ
た
つ
ぬ
れ
は

を

291
詞

さ
し
い
た
し
て
た
り
け
れ
は

さ
し
い
た
し
た
り
け
れ
は

293

し
く
れ
と
や
お
も
ふ

し
く
れ
と
や
思
ふ

300

こ
き
か
よ
ふ
ゝ
ね

こ
き
か
よ
ふ
ふ
ね

307

色
と
ゝ
き
は
の
ま
つ
と

色
と
と
き
は
の
ま
つ
と

308
詞

わ
た
り
な
つ

わ
た
り
な
り

309

お
も
ひ
や
る
か
な

お
も
ひ
や
る
哉

311
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詞

こ
ひ
け
れ
は

え
ひ
け
れ
は

315

き
く
の
う
へ
の
つ
ゆ

き
く
の
う
へ
の
露

315

心
え
す
み
あ
は

す
へ
し

詞

お

な

し

み

ち

に

お
な
し
み
ち
に

317
詞

も
ろ
と
も
に

も
も
と
も
に

ろ

318
詞

八
月
は
か
り
の

八
月
の

320
詞

た
ま
ふ
ゝ
か
き
山
の

た
ま
ふ
た
か
き
山
の

321

い
ま
い
く
ゝ
れ
か

い
ま
い
く
た
れ
か

321
詞

も
の
か
け
な
と

も
の
か
け
と

325
詞

山
と
の
か
み

山
と
の
く
に

く

に

326

は
か
り
か
と

は
か
り
と
か
と

と

詞

あ
る
と
こ
ろ
の

あ
□
□
こ
ろ
の

328

な
ら
ひ
の
い
け
に

な
ら
ひ
の
い
け
の

の

い
り
に
し
を

い
り
に
し
は

は

328
詞

く
た
る
に

く
た
る

337

こ
と
を
し
そ
お
も
ふ

こ
と
を
し
そ
思
ふ

337

ま
た
は
た
ち
に
も

ま
た
□
た
ち
に
も

340
詞

人
の
も
と
よ
り

人
の
も
と
に

に

342

お
も
ふ
こ
と

思
ふ
こ
と

347

ひ
ろ
ひ
て
し
か
な

ひ
ろ
ひ
て
し
哉

349

つ
ら
せ
つ
る
か
な

つ
ら
せ
つ
る
哉

351

な
ら
む
と
す
ら
む

な
ら
む
と
す
ら
ん

352

う
す
く
も
あ
る
か
な

う
す
く
あ
る
か
な

も

355
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注（
１
）

拙
稿｢

新
出
の
冷
泉
家
本
『
能
宣
集
下
巻
』
に
つ
い
て｣

（
東
洋
研
究
』
第
一
〇
九
号
、
平
成
６
年
１
月
）

『

（
２
）

「
能
宣
集
」
解
題
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集

三
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
八
月
）

（
３
）

図
版
の
『
能
宣
集

『
元
輔
集
』
は
「
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集

三

（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
八

』

』」

月
）
に
基
づ
く
。

（
４
）

拙
稿｢

新
出
の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
元
輔
集
』
に
つ
い
て｣

（

大
東
文
化
大
学
紀
要
＜
人
文
科
学
＞
』
第
三
五

『

号
、
平
成
９
年
３
月
。）

（
５
）

注
（
１
）
に
同
じ
。

（
６
）

注
（
２
）
に
同
じ
。

（
７
）

注
（
２
）
に
同
じ
。

（
８
）

図
版
の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
は
注
（
３
）
に
同
じ
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
は
「

御
所
本
三
十
六
人
集
全

『

36

巻
」
所
収
（
新
典
社
、
昭
和

年
刊
）
の
『
能
宣
集
』
に
基
づ
く
。

』

45

（
９
）

『
私
家
集
注
釈
叢
刊
７

能
宣
集
注
釈
（
貴
重
本
刊
行
会
、
平
成
７
年
刊
）
二
一
八
頁
参
照
。

』


